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911114木 30 16 48 94
15 金 30 41 112 183
16 土 64 15 70 149
18 月 31 29 75 135
19 火 43 35 65 143
20水 43 28 89 160
21 木 29 25 84 138
22金 43 37 151 231
?? 計 313 226 694 1233人























































































???????、? ??? ??????? 、．』、 、ー ????? ー?? ?? ???? ? ?㌔??? ? ???』? ? ．????
、、、、護撫鍵、灘鰻鰍鐵灘鷲
溝翻襲
鞍’
5）おわりに
　今回の展示会は附属図書館の所蔵物だけでは到底まかなえず、文学部、人文科学研究所、東南アジア研
究センターから多大の御協力を得た。中でも、展示目録作成に関して、文学部の永田英正教授には「漢字」
について相当なご負担をかけた。御牧克己教授にはチベット文字、西南アジア史学の大江節子氏にはシリ
ァ文字に関してご援助をいただいた。東洋史学の吉本道雅氏には貴重な拓本や印章、巻物の所在だけでは
なく、拓本展示のための特殊器具の詳細まで教えていただいた。あわせて文学部博物館からは相当数の展
示器具を借用させていただいた。また、人文科学研究所の富谷至助教授からは館員が懇切丁寧なご指導を
受けている。最後になるが、短期問で緻密な目録編集作業やそのほか全般にわたって、文学部言語学研究
室の家本太郎氏のご協力ご援助は筆舌につくしがたいものがあった。
　大学図書館が展示会を開催することの意義や効果は、附属図書館および館員としても充分理解できるも
のであるが、所蔵物の確認（京都大学のような古い大学では、一体何が存在しているのかが、館員にはま
ず分からない）から借用、展示器具にいたるまで、殆ど大学全域にわたる援助を必要とすることがあらた
めて痛感された。記して感謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年1月　図書館専門員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口敏夫
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